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	研究成果内容　※「研究成果」、「展望」、「具体的な成果」について、簡潔に記述してください。
7000系アルミニウム（Al）合金の押出加工高速化に向けて、新しい工具材種の検討として、コバルトクロムモリブデン材（CoCrMo）を適用し、従来工具種である合金工具鋼SKD61との押出特性比較調査を行った。加えて、工具表面冷却効果の検証として、液体窒素を用いた冷却処理による押出特性調査を行った。
CoCrMo工具への熱間押出しダイへの適用として、押出し荷重は同程度であったが、ダイ表面への凝着を抑制した。これは押出しや鍛造を模擬した摩擦試験でも同様の効果を示した。摩擦試験の結果から、CoCrMoダイで凝着は抑制できたが、摩擦係数についてはCoCrMoダイの方が高くなった。（SKD61：せん断摩擦係数m=0.9、CoCrMo：せん断摩擦係数m=1.0）この影響について更なる考察が必要であるが、凝着の抑制には500℃付近でのCoCrMoダイ表面のCr2O3などの安定した酸化被膜が凝着を抑制することが明らかとなった。
工具表面冷却効果の検証では液体窒素を用いて工具冷却を行い、熱間押出し中の加工発熱制御を試みた。液体窒素の流路での漏れが発生しないようなダイセットを設計し、冷却の均一化と押出し中の材料流動性の向上を実現した。テアリングのような割れ欠陥は材料の温度起因の欠陥であることから、加工発熱の影響抑制はA7075アルミニウム合金の高速化の実現可能性を見出した。

【今後の展望】
CoCrMoは工具への高い耐凝着性を示唆したため、7000系Al合金の工具寿命の問題点である工具の亜鉛脆化に対しては有効であると考えられる。一方で加工発熱の影響が増大することから、積極的な工具冷却が必要であるため、CoCrMo工具と冷却を合わせた押出加工の実現がテアリングや工具寿命の向上に寄与すると考えられるため、これらを合わせて研究を進めていく。加えて、Zn、Mg、Cuなど7000系Al合金に含まれる合金元素が押出特性に及ぼす影響を調査するために、それぞれの合金成分を変化させ、押出実験と押出や鍛造加工を模擬した摩擦試験を行う。
工具表面冷却効果の検証として、種々の押出条件での加工限界曲線を作成し、液体窒素の有効性をさらに評価する。加えて、液体窒素以外での冷媒の適用を模索する。
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